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生き物たちの行動を「土」から理解するための一冊 

ヤマケイ新書『大地の五億年 せめぎあう土と生き物たち』発売！ 

インプレスグループで山岳・自然分野のメディア事業を手

がける株式会社山と溪谷社（所在地：東京都千代田区、代表

取締役社長：関本彰大）は、11月 18日にヤマケイ新書『大

地の五億年 せめぎあう土と生き物たち』を刊行します。 

 

◎「まえがき」より 

 

“生き物たちの不思議な行動は、元を辿れば土に原因がある。 

（中略）いったい、どのようにして、生き物たちは土との付

き合い方を身につけたのだろうか？ヒトはなぜ土を耕し、さ

まざまな農業を発達させたのか？ 

ひとつの手掛かりは、生き物はみな元をたどれば栄養分を

「土」から獲得している、という原則である。土に栄養分と

居場所を求めて、植物も動物も独自の生き方を発達させてき

た。” 

 

◎「土」が生き物を変えてきた？ 

 

土は生き物にどんな影響を与え、そして受けてきたのか？ 

生命の進化・絶滅から、地球規模の気候変動、生き物たちの共生関係、そして農業という人

の営みや戦争の原因まで、土から説明してみれば納得できることがたくさんあります。 

 ５億年前、岩石砂漠だった大地に生まれた土。 

本書では、土壌学者である著者が世界中を飛び回って見て来た土を訪ねながら、その歩みを

追います。 
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【山と溪谷社】 http://www.yamakei.co.jp/ 

1930年創業。月刊誌『山と溪谷』を中心に、国内外で山岳・自然科学・アウトドア等の分野で出版活動を展開。

さらに、自然、環境、エコロジー、ライフスタイルの分野で多くの出版物を展開しています。 

 

【インプレスグループ】 http://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：関本彰大、証券コード：東証 1部
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